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１．議論する事業・市町の選定 

（１）選定の考え方

各委員における事前評価結果に基づき、以下の事業・市町を選定します。 

ア 各委員の評価が３段階以上離れた事業・市町

イ ・意見票において、議論の希望があった事業・市町

・意見票及び特記事項において、確認事項が多かった事業・市町

・評価の低かった（Ｃ評価が多かった）事業・市町

のうち、特に議論すべきと考えられる事業・市町 

（２）議論する事業・市町の選定

「ア」各委員の評価が３段階以上離れた事業・市町 ⇒ １市該当あり 

「イ」に基づき、４市町を選定 

① 紀宝町（Ａ班）

「生活環境林整備事業」について、委員から議論の希望があり、「支障木の伐採

と称して、急斜面で伐採を全面的に行っているところでは、土砂崩れ、土砂流

出の危険性が生ずる。こういう場所では、今後、事前に県と協議・調整が必要

ではないか。」との意見があった。 

② 伊勢市（Ｂ班）

「絆の森整備事業」における各委員の評価（有効性）が３段階以上離れるとと

もに、委員から議論の希望があった。委員からは、「今後の整備や利用に向けた

構想などがあれば示していただきたい。」との意見があった。 

③ 大紀町（Ｂ班）

「大平つつじ山整備事業」について、委員から議論の希望があり、「山の中腹を

車が通れるほどの幅まで削り、景観を損ねてまで遊歩道を整備する必要があっ

たのかが分かりません。今後の維持管理においてもリスクとコストが高いよう

に思われる。」との意見があった。 

④ 四日市市（Ｃ班）

「里山・竹林環境保全支援事業」について、Ｃ評価(４つ)が多く、委員からは、

「団体がどのような里山整備が行われたのかがよくわからない。」との意見があ

った。 

⑤ いなべ市（Ｃ班）

【選定理由】 

「里山竹林環境保全支援事業」について、Ｃ評価(４つ)が多く、委員からは、

「市内の９団体が行っているそれぞれの事業内容や経費の使途の記載がない。

どのような活動を行っているか示してほしい。」との意見があった。 
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番
号 

対策 
区分 

事業名 

有効性 効率性 公益性 情報発信度 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

1 2 
生活環境林整備事
業 

3.0 B 2.8 C 3.0 B 3.0 B 

2 3 
森と緑の環境教育
事業 

3.0 B 3.3 B 3.5 A 3.3 B 

3 5 木質整備事業 3.0 B 3.0 B 2.8 C 3.0 B 

（２）「生活環境林整備事業」について 

【対策区分】 

２ 暮らしに身近な森林づくり 

【事業の目的】 

 公共施設の周辺や生活道路沿いの緑地・竹林等の整備、危険木等の伐採により、

災害時等の倒木を未然に防ぎ、生活環境の向上を図ります。 

【事業の概要】 

 町内６箇所において、公共施設の周辺や生活道路、遊歩道沿いの支障木の伐採、

公園における下草刈を実施しました。 

【事前評価結果】 

番号 
対策
区分 

事業名 評価の視点 A B C D 合計 平均 評価 

1 2 生活環境林整備事業 

有効性 3 3 3 3 12 3.0 B 

効率性 3 3 2 3 11 2.8 C 

公益性 3 3 3 3 12 3.0 B 

情報発信度 3 3 3 3 12 3.0 B 

（３）委員からの意見

支障木の伐採と称して、急傾斜の斜面で伐採を全面的に行っているところでは、

土砂崩れ、土砂流出の危険性が生ずる。こういう場所では、今後事前に県と協議・

調整が必要ではないか。 

２．議論する事業・市町の評価結果と意見への回答 

① 紀宝町（Ａ班）

（１） 事業別評価表
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（４）各現場における施業の概要

１．鵜殿地区長谷町有地支障木伐採 0.03ha 

現地は、強風時に落枝落木があり、道路通行時に危険が生じることから、これ

までも隣接小学校や近隣住民から伐採の依頼があり、その都度町が応急的に対応

してきた。 

現地調査の結果、腐食している枝木が多数確認されたことから、生活道路の安

全を確保するため、危険と判断した樹木について、根株を残し伐採を行った。 

なお、町管理地である現地は、延長約50ｍ×法長最大約６ｍの斜面となってい

るが、擁壁で法面を支えているため、土砂崩れの危険性はないと考えている。 

また、日当たりが良く、既に草木が繁茂し、土砂流出の危険性もないと考えて

いる。 

 伐採により、生活道路における落枝落木の危険がなくなり、安全面が向上した

ため、隣接小学校や近隣住民からは好評を得ている。 

伐採前 伐採後 

現状（令和７年７月） 
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鵜殿地区長谷町有地支障木伐採 平面図 

２．鵜殿地区梅林公園支障木伐採 10本 

 散歩などで地域住民に利用されている公園内において、強風により腐食した樹

木が倒れ、危険な状態で遊歩道をふさいでいたため、伐採を行った。 

３．鵜殿地区自然公園内下草刈 0.9ha 

公園内の樹木生育への阻害が懸念されることから、下草刈を実施した。 

伐採前 伐採後 

草刈前 草刈後 

延長 50ｍ×最大法長 6ｍ 

鵜殿小学校 
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４．鵜殿地区自然公園内支障木伐採 0.13ha 

散歩などで地域住民に利用されている公園内において、公園利用者の安全を

や景観を確保するため根株を残して伐採を行った。現地は法長が短く、既に草

木が茂っており、土砂流出や崩壊の危険性はないと考えている。今後は、町や

地域住民による下草刈を実施していく予定。 

５．大里地区（京城跡）支障木伐採 0.6ha 

 「京城跡（みやこのじょうせき）」は、町の指定文化財に指定されており、文化財

を後世に残していくため、町は「京跡城保存・活用・整備検討委員会」を設置し

た。本委員会における協議結果、数年にわたり、町が中心となって環境整備を行

うことが決定し、そのうち遊歩道の安全確保に向けた樹木の伐採を行った。 

伐採前 伐採後 

整備前 整備後 

現状（令和７年７月） 
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６．鵜殿地区ふるさと歴史公園下草刈 0.9ha 

公園内の樹木生育への阻害が懸念されることから、下草刈を実施した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）意見への回答 

急斜面における伐採に関しては、これまでも評価委員会において同様のご意見

をいただいており、市町には、担当者会議や個別打合せの場などを通じて情報共

有を図ってきました。 

評価委員会からのご意見をふまえ、市町においては、「急斜面においては間伐に

とどめる」「幹を高めに残した伐採」「植栽の実施」など現地状況に応じた施業に

取り組んでいるところです。 

ご意見をいただきました伐採前の県への協議・調整について、支障木や危険木

の伐採事業は、17市町(令和６年度実績)において取り組まれ、伐採箇所も数多い

ことから、現場ごとに協議・調整を行うのは難しいものと考えています。 

県としましても、支障木や危険木の伐採に伴う山地災害の発生は、あってはな

らないものと認識しています。市町には、現地の状況に応じて県に事前相談をい

ただくよう働きかけを行うとともに、伐採方法の工夫や広葉樹の植栽など適切な

施業がより一層進むよう、技術的助言などの支援に努めてまいります。 

草刈前 草刈後 
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② 伊勢市（Ｂ班） 

（１） 事業別評価表 

番
号 

対策 
区分 

事業名 

有効性 効率性 公益性 情報発信度 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

1 2 森林整備事業 3.3 B 3.0 B 3.3 B 2.3 C 

2 4 絆の森整備事業 2.7 C 2.3 C 2.7 C 2.7 C 

 

（２）「絆の森整備事業」について 

【対策区分】 

４ 森と人をつなぐ学びの場づくり 

【事業の目的】 

朝熊町にある「絆の森」においては、木育体験や森林とのふれあいを目的にさ

まざまなイベントを行っています。また、ウォーキングや散策に訪れる方も多く

いますが、当施設内に設置されているウッドデッキは腐朽が著しく、一部破損し

ている箇所もあり、施設利用者に危険を及ぼしています。 

このことをふまえ、早期に「森と人をつなぐ学びの場」として再整備し、森林

教育等のフィールドとしてさらなる活用を図ります。 

【事業の概要】 

腐朽、破損しているウッドデッキの再整備 ※令和５年度からの継続事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【事前評価結果】 

番号 
対策
区分 

事業名 評価の視点 A B C 合計 平均 評価 

2 4 絆の森整備事業 

有効性 4 1 3 8 2.7 C 

効率性 2 2 3 7 2.3 C 

公益性 3 2 3 8 2.7 C 

情報発信度 3 2 3 8 2.7 C 

整備前 整備後 
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（３）委員からの意見 

「絆の森」へ訪れる方が多いとありますが、サンアリーナの駐車場から遠く、入

口も分かりにくいため訪れる方が多いとは評価しにくいです。また、私見ですが

絆の森の認知度が高いとも思えません。実際にここを訪れる方は何人程度なので

しょうか。また地元小学生を対象としたイベントとウッドデッキの整備がつなが

りません。ビオトープを確認しましたが、多くの生態系を学べるような状況にも

見えず、池に落ちた場合のリスクの方が高いように思います。ウッドデッキの整

備に、この２年間で250万円以上の税金が投入されていますが、有効性と必要性が

見えませんでした。今後の整備や利用に向けた構想などがあれば示していただき

たい。 

 

（４）意見への回答 

【施設の利用状況について】 

詳細な利用人数は把握できていませんが、絆の森内に設置しているアンケート

によって、市外、県外の方にもご利用いただいていることを確認しています。 

令和７年５月４日に開催された「絆の森ウォークラリー大会」においては、99

人の方にご参加いただくなど、過去におけるイベント１回あたりの参加人数は、

100名程度となっています。 

 

【今後の整備や利用に向けた構想について】 

ウッドデッキについては、令和６年度に整備が完了したため、今後はイベント

においての活用を検討していきたいと考えています。 

その他、絆の森にある木柵などの施設は、腐食が進むなど老朽化が進んでいる

状況です。今後も地元の方々と連携しながら、安全な施設利用に向けた環境整備

を進めるとともに、イベントなどの開催により利用の促進を図っていきます。 

絆の森については、これまで市や市観光協会のホームページにおいて周知を図

ってきましたが、さらなる利用促進に向けて、市主催イベントにおけるパンフレ

ットの配布、「広報いせ」によるイベント開催の周知などに取り組んでまいります。 

絆の森ウォークラリー大会(R7.5.4) 

(森の素材を使った木工体験) 

絆の森ウォークラリー大会(R7.5.4) 

(遊歩道でのスタンプラリー) 
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③ 大紀町（Ｂ班） 

（１） 事業別評価表 

番
号 

対策 
区分 

事業名 

有効性 効率性 公益性 情報発信度 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

1 1 
渓流倒木等処理事
業 

3.0 B 3.0 B 3.0 B 3.0 B 

2 2 
生活環境林整備事
業 

3.0 B 3.0 B 3.0 B 3.0 B 

3 5 
大平つつじ山整備
事業 

2.3 C 2.3 C 2.7 C 3.0 B 

 

（２）「大平つつじ山整備事業」について 

【対策区分】 

５ 地域の身近な水や緑の環境づくり 

【事業の目的】 

主林木であるつつじの生育環境の向上を図るため、除伐・下刈を実施するとと

もに、森林教育のフィールドとして必要となる遊歩道を整備し、「大平つつじ山」

の利用促進を図ります。 

【事業の概要】 

除伐・下刈 実施面積 0.5ha 

遊歩道整備 開設延長 180m(設計幅員３m) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊歩道整備前 遊歩道整備後 遊歩道整備後（遠景） 

除伐・下刈前 除伐・下刈後 
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【事前評価結果】 

番号 
対策
区分 

事業名 評価の視点 A B C 
合
計 

平
均 

評価 

3 5 大平つつじ山整備事業 

有効性 3 1 3 7 2.3 C 

効率性 3 1 3 7 2.3 C 

公益性 3 2 3 8 2.7 C 

情報発信度 3 3 3 9 3.0 B 

（３）委員からの意見 

今後のビジョンはどのような構想なのでしょうか。山の中腹を車が通れるほど

の幅まで削り景観を損ねてまで遊歩道を整備する必要があったのかが分かりませ

ん。また、遊歩道整備後の法面が一部崩れており、今後も拡大するリスクを感じ

ました。この改善にも多くの経費が必要だと思われます。今後の維持管理におい

てもリスクとコストが高いように思われます。既にいくつかの遊歩道やベンチ・

東屋があり、既存の遊歩道を整備・改善したり、車椅子のことを考えた遊歩道の

整備でもよかったのではないかと感じています。 

 

（４）意見への回答 

【町における遊歩道整備の考え方】  

 本事業は、県の景勝地に指定されている「大平つつじ山」の魅力を将来にわた

って持続的に活かしていくため、単なる観光資源としてではなく、「森林教育のフ

ィールドとして活用する」という明確な構想のもとで実施しています。 

今後開催を予定している森林教育活動や植栽イベントの実施にあたり、子ども

から高齢者まで多様な世代が安全かつ安心して利用できる動線の確保が必要であ

ることをふまえ、山腹に遊歩道を新設しアクセス性の向上を図るものです。 

【今後の維持管理について】 

今後は、遊歩道や整備区域の安全性を確保するため、法面の点検や補修を計画

的に実施するとともに、地域住民や関係団体との連携を強化し、持続可能な維持

管理体制の構築を図っていく予定です。 

【今後の活用ビジョンについて】 

町の緑化推進協会と連携した植栽イベントや季節ごとの自然観察会の開催、大

紀小学校の児童を対象とした森林教育活動などを継続的に実施していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年度の取組 

(緑化推進協会と連携した植栽) 

令和６年度の取組 

(中国青年公益事業交流団による植栽) 
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【「大平つつじ山まつり」の再開に向けて】 

「大平つつじ山」では、毎年４月下旬に「大平つつじ山まつり」を開催してき

ましたが、令和２年に新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止になって

以降、開催が途絶えたまま現在に至っています。 

引き続き当事業において、つつじの生育環境の向上や来訪者の利用環境の整備

を進めるとともに、植栽イベントの開催などにより地域の活性化を図り、「大平つ

つじ山まつり」の再開(令和９年目標)につなげていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の事業計画について】 

いただいたご意見をふまえ、遊歩道の延長縮減、景観への影響が少ない幅員の

狭い支線の整備、既設遊歩道の活用などにより、アクセス性と景観の双方に配慮

した整備となるよう、全体計画の変更を含め検討を進めていきたいと考えていま

す。 

大平つつじまつり(令和元年度開催) 

- 11 -



- 12 -



- 13 -



④ 四日市市（Ｃ班） 

（１） 事業別評価表 

番
号 

対策 
区分 

事業名 

有効性 効率性 公益性 情報発信度 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

1 2 
危険木等除去支援
事業 

3.0 B 2,7 C 3.0 B 3.0 B 

2 2 
里山・竹林環境保
全支援事業 

2.7 C 2.7 C 2.7 C 2.7 C 

3 4 
一般備品整備事業
（小学校） 

3.3 B 3.0 B 3.0 B 2.7 C 

4 4 
一般備品整備事業
（中学校） 

3.0 B 3.0 B 3.0 B 2.7 C 

 

（２）「里山・竹林環境保全支援事業」について 

【対策区分】 

２ 暮らしに身近な森林づくり 

【事業の目的】 

 市内の里山保全活動団体等が地域住民の憩いの場としての利用や安全性の確保

に向けて自主的に里山や竹林を整備する取組を支援し、持続的な活動に資するこ

とを目的とする。 

【事業の概要】 

市内の地域団体が自主的に里山や竹林を整備する取組に対し、事業費の一部

（3/4以内）を支援しました。 

【事前評価結果】 

番号 
対策
区分 

事業名 評価の視点 A B C 合計 平均 評価 

2 2 
里山竹林環境保全 

支援事業 

有効性 3 2 3 8 2.7 C 

効率性 3 2 3 7 2.7 C 

公益性 3 2 3 8 2.7 C 

情報発信度 3 2 3 8 2.7 C 

 

（３）委員からの意見 

・どのような里山整備が行われたのかがよくわかりません。 

・機械代と機械購入費は違うのでしょうか。 

・「憩いの場の確保」「生物多様性の保全」に向けて、どのような活動を行ったの

かが伝わりづらい。 
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（４）意見への回答 

補助金を交付した３団体の活動内容、経費の使途などは以下のとおりです。 

 

１．Book Of Nature Club 

団体 

概要 

四日市市内部地区を拠点に、さまざまな世代が森林や田畑を自然環境に

興味を持てる憩いの場とすることを目的に、里山整備のボランティア活動

やイベントの開催などに取り組む団体 

活動 

内容 

地域住民が森林へ気軽に安心して入ることができるよう、市内の整備不

足で荒廃している森林において、伐採整備、倒木処理を実施した。また、

地区の文化祭において、活動内容に関する普及活動を行った。 

補助 

金額 
事業費：641,595円 うち補助金額：481,000円 

経費 

の使途 

機械購入費（チェーンソー、刈り払い機他）     264,848円 

燃料費（ガソリン、チェーンソーオイル）       17,834円 

作業備品購入費（のこぎり、スコップ、斧、砥石他） 164,569円  

機械備品購入費（ナイロンコード、刈払機の刃他）  144,060円  

保険（作業保険）                  4,290円  

消耗品費（防振手袋、安全靴他）           45,994円 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伐倒作業 里山整備後 普及活動 
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２．遊パークすいざわ・田んぼの楽校 

団体 

概要 

四日市市水沢地区を拠点に、地域の子どもたちが自然体験を通して自然

の大切さや厳しさを体で感じ学んでもらうことを目的として、体験イベン

トの開催などに取り組む団体 

活動 

内容 

市内森林において、木こり体験や下草刈り体験、スギ・ヒノキの間伐の

見学などの森林教育活動を行った。 

補助 

金額 
事業費：337,406円 うち補助金額：253,000円 

経費 

の使途 

機械購入費（チェーンソー、草刈り機他）        143,800 円  

作業備品購入費（チップソー、のこぎり、ヘルメット他）112,480円 

燃料費（チェーンソーオイル）             21,126円 

機械借上費（チッパー車レンタル）             60,000円  

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

３．一般社団法人ネクストステップ研究会 

団体 

概要 

北勢地域を中心に、生物多様性の保全や里山を地域住民の憩いの場とす

ることを目的として、里山保全活動を行う団体 

活動 

内容 

市内竹林において、地域住民が竹林へ気軽に安全に入ることができるよ

う、枯竹の除去、竹林整備を行った。 

補助 

金額 
事業費：527,292円 うち補助金額：395,000円 

経費 

の使途 

機械購入費（チェーンソー）          118,734 円 

機械借上費（軽トラ、チップ車レンタル代）   140,000円 

燃料費（ガソリン）               28,750円 

消耗品費（バッテリー、ソーチェーン、耳栓他） 226,333円 

修理費（チップ車修理費）            13,475 円 

 

   

               

 

 

活動写真貼付 活動写真貼付 活動写真貼付 

活動写真貼付 活動写真貼付 活動写真貼付 

チップ加工 枯竹の除去 竹林整備後 

間伐の見学 
森の中での講義 

木こり体験 
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⑤ いなべ市（Ｃ班） 

（１） 事業別評価表 

番
号 

対策 
区分 

事業名 

有効性 効率性 公益性 情報発信度 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

平均点 
評
価 

1 2 危険木の除去事業 3.3 B 3.0 B 3.0 B 3.0 B 

2 2 
里山竹林環境保全
支援事業 

2.7 C 2.3 C 2.7 C 2.7 C 

3 3 
中学校卒業記念品
配布事業 

3.3 B 3.3 B 3.0 B 3.0 B 

4 3 自然環境保全事業 3.0 B 2.0 C 2.7 C 3.0 B 

 

（２）「里山竹林環境保全支援事業」について 

【対策区分】 

２ 暮らしに身近な森林づくり 

【事業の目的】 

 市内の活動団体等が、整備されていない里山や竹林の保全による生活環境の向

上に向けて自主的に行う取組を支援し、持続的に地域の里山が整備されることを

目的とする。 

【事業の概要】 

市内の活動団体等が、保育間伐や倒木の除去など自主的に里山や竹林を整備す

る取組に対し事業費の一部（10/10、500,000円上限）を支援しました。 

 

【事前評価結果】 

番号 
対策
区分 

事業名 評価の視点 A B C 合計 平均 評価 

2 2 
里山竹林環境保全 

支援事業 

有効性 3 2 3 8 2.7 C 

効率性 2 2 3 7 2.3 C 

公益性 3 2 3 8 2.7 C 

情報発信度 3 2 3 8 2.7 C 

 

（３）委員からの意見 

市内の９団体が整備活動を行っている取組に補助を出す事業となっていますが、

事業量や経費内訳のところに、それぞれの事業内容や活動団体の経費の使途の記

載がないので事業内容の見える化ができてないと感じました。市内９団体の活動

がどのような整備活動なのかわかりやすく記載してほしいです。 
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（４）意見への回答 

補助金を交付した９団体の活動内容、経費の使途などは以下のとおりです。 

 

１．山造り研究所 

団体 

概要 
市内の森林環境の保全を図ることを目的とした団体 

活動 

内容 

手入れの行き届いていない人工林の間伐や竹林整備を行うとともに、間

伐材を燃料として活用するなど木材の有効利用を行った。 

補助 

金額 
事業費：759,443円 うち補助金額：500,000円 

経費 

の使途 

消耗品費（チッパー替刃、防護服等）    177,008円 

燃料費（ガソリン、チェーンオイル）     74,011円 

借上費（ユニック車、チッパー車レンタル） 260,800 円 

委託費（伐採木運搬委託）          5,500円 

保険代、事務費、交通費等         242,124 円 

 

    

 

 

 

 

 

 

２．いなべ山造り塾 

団体 

概要 
森林整備活動に取り組むことができる人材の育成を目的とした団体 

活動 

内容 

森林整備に取り組む意欲のある人を対象に、森林整備の手法や各器具の

取り扱いなどを伝える講習を行った。 

補助 

金額 
事業費：702,583 円 うち補助金額：500,000円 

経費 

の使途 

消耗品費（チッパー替刃、安全靴等） 103,590円 

燃料費（ガソリン、チェーンオイル）  14,581円 

借上費（チッパー車レンタル）    209,000円 

講習費（講師謝礼）          165,000円 

保険代、事務費、交通費等       210,412円 

 

 

 

搬出間伐 竹林整備 間伐材の造材 
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３．いなべ薪倶楽部 

団体 

概要 
いなべ市藤原町東善寺周辺の放置された人工林の整備を目的とした団体 

活動 

内容 

手入れの行き届いていない人工林での間伐作業を行った。また、搬出し

た間伐材は燃料などに活用した。 

補助 

金額 
事業費：883,120円 うち補助金額：500,000円 

経費 

の使途 

消耗品費（チッパー替刃、チェーンソー替刃等） 124,759円 

燃料費（ガソリン、チェーンオイル）      63,254円 

借上費（チッパー車、ユニック車レンタル）   408,800円 

委託費（伐採木運搬委託）           12,000円 

保険代、事務費、交通費等           274,307円 

 

 

 

 

 

 

 

４．山口の森を守る会 

団体 

概要 
いなべ市藤原町山口周辺の放置された人工林の整備を目的とした団体 

活動 

内容 

手入れの行き届いていない人工林での間伐作業を行った。また、搬出し

た間伐材は燃料などに活用した。 

補助 

金額 
事業費：638,816円 うち補助金額：500,000円 

経費 

の使途 

消耗品費（チッパー替刃、作業用手袋等） 69,009円 

燃料費（ガソリン、チェーンオイル）   51,699円 

借上費（チッパー車レンタル）      191,700円 

講習費（講師謝礼）            5,500 円 

保険代、事務費、交通費等        320,908円 

 

立木調査 牽引器具の実習 伐倒の実習 

間伐材の搬出 薪づくり 間伐作業 
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５．畑新田共有林運営協議会 

団体 

概要 
いなべ市員弁町畑新田周辺の共有林の整備を目的とした団体 

活動 

内容 
共有林内で下草刈り、枝打ち、間伐等の保育作業を行った。 

補助 

金額 
事業費：820,483円 うち補助金額：500,000円 

経費 

の使途 

日当（作業者人件費）          420,000 円 

消耗品費（ヘルメット、ハンマードリル等）259,844 円 

研修費（講師謝礼、旅費）         96,889 円 

保険代                  43,750円 

 

   

 

 

 

 

 

６．竜の森林 

団体 

概要 
いなべ市大安町宇賀周辺の里山の保全や有効利用を目的とした団体 

活動 

内容 

雑草木の刈り払いや、燃料用の薪の生産、地域住民を対象とした自然観

察会等を行った。 

補助 

金額 
事業費：737,500円 うち補助金額：500,000円 

経費 

の使途 

日当（作業者人件費）     655,600円 

保険代、消耗品費       81,900円 

   

 

 

 

 

立木調査 間伐材の搬出 薪づくり 

立木調査 下草刈・枝打ち チェーンソーによる造材 

林内作業車による搬出 間伐材の搬出 自然観察会 
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７．鍋坂里森保全の会 

団体 

概要 

いなべ市大安町鍋坂溜め池周辺の放置された里森の整備や森林ボランテ

ィア活動、地域の文化遺産を学ぶ講習会の開催などに取り組む団体 

活動 

内容 
雑草木の刈払や自然体験活動を行うための環境整備を行った。 

補助 

金額 
事業費：659,978円 うち補助金額：500,000円 

経費 

の使途 

消耗品費（チッパー替刃、保護メガネ等） 134,469円 

燃料費（ガソリン、チェーンオイル）    50,785円 

借上費（チッパー車レンタル）      247,500円 

講習費（講師謝礼）           16,500 円 

委託費（伐採木運搬委託）        27,200 円 

保険代、事務費、交通費等        183,524円 

 

   

 

 

 

 

 

８．いなべ自然楽校 

団体 

概要 
いなべ市内の地域資源の有効活用を目的とした団体 

活動 

内容 

手入れの行き届いていない森林の間伐を行い、森林環境の保全を図った。

間伐材は、今後木工教室等での材料として活用する見込み。 

補助 

金額 
事業費：644,099 円 うち補助金額：500,000円 

経費 

の使途 

日当（作業者人件費）           440,188 円 

消耗品費（草刈り刃替刃、マーキングテープ） 4,472 円 

燃料費（ガソリン、チェーンオイル）     66,314円 

借上費（グラップルレンタル）       110,000円 

保険代、事務費               23,125 円 

 
 

 

 

 

 

 

自然体験活動の環境整備(2) 自然体験活動の環境整備(1) 里森整備 

間伐・造材 間伐作業 間伐材の集積 
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９．其原里山を守る会 

団体 

概要 
いなべ市北勢町其原地区の里山の整備を目的とした団体 

活動 

内容 
人家や道路周辺の手入れ不足となっている里山の立木の伐採を行った。 

補助 

金額 
事業費：371,450円 うち補助金額：297,160円 

経費 

の使途 

日当（作業者人件費）      100,500円 

委託費（樹木伐採・運搬委託）  198,370円 

借上費（トラックレンタル）   36,000円 

保険代             25,860円 

消耗品費、燃料費        10,720 円 

 

 

   

道路周辺の立木伐採 人家周辺の立木伐採 
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